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令和6年（2024年）度から新型コロナワクチンの接種は定期接種
に位置づけられ、65歳以上の高齢者等の方が接種の対象となる。

令和6年度以降の新型コロナワクチンの接種は、個人の重症化予防により重症者を減らす
ことを目的とし、定期接種（B類）として実施することとなる。

定期接種の対象者は以下の者。

・65歳以上の者

・60歳から64歳までの一定の基礎疾患（※）を有する者
※心臓や腎臓、呼吸器の機能の障害があり身の回りの生活を極度に制限される方や、
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害があり日常生活がほとんど不可能な方。
インフルエンザワクチンの定期接種の対象者と同様。

・定期接種のスケジュールは、感染症の状況やワクチンの有効性に関するデータを踏まえ、
毎年秋冬に1回行うことする。

・定期接種の対象者以外の者や、定期接種のタイミング以外で接種する場合については、
任意接種としてワクチンの接種を受けることができる。
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全額公費による接種は令和6年3月末で終了し、令和6年4月
以降の接種は原則有料となる。

・ 新型コロナワクチンの全額公費による接種は、令和6年3月31日で終了。

・ 令和6年4月1日以降、65歳以上の者及び60歳から64歳で対象となる者（※）
には、新型コロナの重症化予防を目的として秋冬に自治体による定期接種が
行われ、各自治体において設定した自己負担額がかかる。
（低所得者を除く）

・ 接種を受ける努力義務や自治体からの接種勧奨の規定はない。

・ 令和6年4月1日以降に定期接種以外で接種を希望される者には、任意接種
として、自費で接種を受けることになる。
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新型コロナウイルス感染による入院の波 （厚生労働省公表データ）

2023年12月5日～2024年3月17日

入院、重症化は依然として存在する
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新型コロナウイルスによる入院者数 （厚生労働省公表データ）

2024年1月～3月17日時点

入院者の8割は高齢者が占める 6



新型コロナウイルスによるICU・人工呼吸器利用者 （厚生労働省公表データ）

ICU入室・人工呼吸器利用も、高齢者で多い

2024年1月～3月17日時点
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新型コロナワクチン3回以上接種の有効性について
新型コロナワクチンの重症化予防効果を検討した症例対照研究暫定報告：デルタ流行期〜オミクロン流行初期の有効性

2023年4月28日
国立感染症研究所
NPO法人 日本ECMOnet

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2484-idsc/12019-covid19-9999-2.html
オミクロン流行初期における3回接種の高い重症化予防効果 8



本邦の新型コロナワクチン接種率

https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/vaccine.html （2024年3月28日アクセス）
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新型コロナワクチン接種後の抗体価の推移

Mwimanzi F, et al. The Journal of Infectious Diseases 2022;226:983-94

ケア職員（平均41歳）

高齢者（平均78歳）

コロナ回復者（平均48歳）

本報告は3回目接種で抗体価上昇を確認

高齢者の抗体価は若年者より低く、減衰も速い 10



各国の高齢者等に対する新型コロナワクチンの推奨回数
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〇 令和6年4月から新型コロナワクチンの接種は個人の重症化予防のため定期接種B類に位置づけられ、
65歳以上の高齢者等の者を接種対象に毎年秋冬に1回行う。

〇 全額公費による接種は令和6年3月末で終了し、令和6年4月以降の接種は原則有料となる。

〇 直近の2023年12月5日～2024年3月17日でも入院・重症者は依然として存在する。

入院者の8割は高齢者が占める。

〇 ワクチンには高い重症化予防効果があると考えられており追加接種が有効な手段である。

〇 我が国の高齢者のワクチン接種率は高く、死亡者数、死亡率の低減要因になっていると推察される。

〇 高齢者の抗体価は若年者より低く、減衰も速いためワクチン接種間隔は留意すべきである。
諸外国が年2回接種を推奨する中、年1回の接種で良いのか。

〇 ワクチン接種が有償となったことで接種率が低下する心配がある。
高齢者等の感染弱者に対しては、上乗せする公的な支援が必要ではないか。

〇 感染ピーク時に有効活用された「高齢者等医療支援型施設」を縮小しつつも継続。
ないし、必要時に速やかに再開できる体制を準備していただきたい。

結 語
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